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スウェーデン語における知覚動詞 haraとlyssnaの

意味的対立について＊

南澤佑樹

1. はじめに

スウェーデン語の知覚動詞である horaとlyssnaは，松下・古城 (1987)や尾崎

他 (1990)において同じ日本語訳が与えられていることからも分かるように，非

常に意味の類似した動詞である.Dalin (1955)やSwedenborg(1992)もこれらの動

詞を類義語とみなしている．その一方で， horaとlyssnaの間には，先行研究にお

いてしばしば意味の違いが指摘されており， horaが無意志的に行われるのに対し

lyssnaは意志的に行われるとされる．

(1) Horde du att telefonen dngde? (ISLEX oroab6kin (以下ISLEX))

く電話が鳴るのが聞こえた？＞

(2) Vi lyssnade efter konstiga ljud. <私たちは奇妙な音を聞こうと耳を傾けた．＞

(Natur och Kulturs Svenska Ordbok (以下Nl(S0))

例文 (1)は，電話のベルが知覚を行う主体（以下知覚主体）である duくあなた〉

に聞こえたかどうかについて尋ねている文である．電話のベルは通常の場合突然

鳴り出すものであり，電話のベルを聞こうとベルが鳴る前から耳を傾けていたと

いう状況は一般的でない．したがってこの例で用いられている horaは無意志的で

あるとみなされる．それに対して，例文 (2)ではlyssnaがefter<,,.._, を求めて〉と

共に用いられている．この文は，知覚主体である viく私たち〉がkonstigaljudく奇

妙な音＞を聞こうと耳を傾けている事態を表しており，この文における lyssnaは

意志的であるといえる．このように， horaとlyssnaはしばしば無意志・意志の対

立によって区別される． しかしながら，実例を更に観察していくと，このような

従来の定義の枠内でhoraとlyssnaを解釈することができないように思える例がい

くつか見られる．本稿では，これらの例について考察を行い， horaとlyssnaの間

に見られる違いを明らかにしていきたい．

本稿の構成は以下の通りである．まず2章においてhoraとlyssnaにおける従来

の定義を確認し，更に英語のhear及びlistenの定義との比較を行う．ここでは，

horaとlyssnaの無意志・意志という対立についても再度確認したい.3章では更

本稿は， 2015年 1月に大阪大学に提出した修士論文「スウェーデン語における知覚動詞 hora
の意味について」の一部に加筆修正を施したものである．
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に多くの実例を取り上げ，これらの動詞の意味を従来の定義の枠内で解釈するこ

とができないと思われる例を確認する．その後， 4章において 3章で確認した実

例を踏まえhoraとlyssnaの意味を的確に捉えることができる定義を提案する．最

後に， 5章を本稿のまとめとしたい．

2. 先行研究

本章では， horaとlyssnaがどのように定義されているのかについて概観する．

最初に， Viberg(1980) , 松浦 (2010)などを参考にしながら horaとlyssnaの従来

の定義を確認する．その後，それらの定義と英語の知覚動詞hear,listenの定義と

を比較したい．

2. 1. 先行研究による horaとlyssnaの定義

本節では，従来haraとlyssnaがどのように定義されてきたのかについて確認す

る．

最初に， horaとlyssnaに見られる意味の違いを明らかにするため，類義語辞典

である Dalin(1955)の記述を確認しておきたい．

hara: med horseln uppfatta ljudet av nagotく聴覚で何らかの音をとらえる〉

lyssna: hara med uppm甜rksamhetく注意して聞く〉 (Dalin 1955: 218) 

Dalin (1955)による haraとlyssnaの定義において，本稿で特に重要と思われる

のは， lyssnaの定義における meduppm副ksamhetく注意して〉という記述である．

この定義から， lyssnaが表わす行為は知覚主体によって意志的に行われることが

見て取れる．それに対し， horaの定義には行為が意志的に行われることを明示す

る記述はな_<'単にuppfattaljudetく音をとらえる〉と定義されているのみである．

Dalin (1955)の記述にしたがえば，少なくとも lyssnaは知覚主体によって意志的

に行われる行為を表すことが分かる．

次に， Viberg(1980, 1983, 1984)で取り上げられている知覚動詞の分類について

確認したい.Vibergは，知覚動詞を，経験者を主語とする e曲ararorienteringく経験

者指向＞的な知覚動詞及びseut <,.___, のように見える〉やla.ta<,.___,のように聞こえる〉

といった補語を伴う知覚動詞が属する fenomenorientering(k困lorientering)<事象指

向〉的な知覚動詞の 2種類に分類し，更に経験者指向的な知覚動詞を handling/ 

aktivitetく行為＞（以下「行為」） とe1farenhetく経験＞（以下「経験」）の2種類に下

位分類している．したがって，Vibergは知覚動詞を合計で3種類に分類している．
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（表 l知覚動詞の分類）

＼ 
経験者指向 事象指向

行為 経験 コピュラ

視覚 titta pangt se ngt se ut 

聴覚 lyssna pa ngt horangt 艮ta

触覚 k助napangt k軸 angt karmas 

味覚 smakapangt (k軸 asmaken av ngt) smaka 

嗅覚 luktapa ngt (kanna lukten av ngt) lukta 

以上の表はViberg(1983)及びEkerot(1995)を参考にしたものである．この

3分類では， haraは「経験」を表す経験者指向的な知覚動詞，そしてlyssnaは「行

為」を表す経験者指向的な知覚動詞に分類される.Viberg (1980: 44-45)は，経験

者指向的な知覚動詞を「行為」と「経験」に分類するテストを提案しており， hara

とlyssnaについてもこのテストにしたがって分類している．

(3) Solve ove11alade Sture att lyssna pa radion. 

くスルヴェはステューレにラジオを聞くよう説得した．〉

(4) *Solve overtalade Sture atthoraradion. 

く＊スルヴェはステューレにラジオが聞こえるよう説得した．〉

(Viberg 1980: 44) 

このテストでは， overtalaく説得する〉との共起可能性が調べられており，

overtalaとの共起が許される動詞は「行為」に分類され，一方で，共起が許されな

い動詞は「経験」に分類される．例文 (3)では， lyssnaについて overtalaとの共

起可能性が調べられており，以上の文は容認可能であるため「行為」に分類され

る．それに対して，例文 (4)ではharaがovertalaと共に用いられているが，この

ような文は非文とされるため， haraは「経験」に分類される.Vibergによるこの

テストは「行為」に属する動詞が意図的に行われる動作を表し，その行為を遂行

する人にとって何らかの意味で制御が可能であるのに対して，「経験」に属する動

詞は意図的に行われず制御が不可能であるということに基づいている (Viberg

1980: 45)2, ただし，以上のテストで haraは「経験」に分類されているが， hara

はpaを伴う場合には「経験」ではなく「行為」に分類される．このように， hara

はpaを伴う場合に意志的な行為を表すことから， harapaとlyssnapaは同義とみ

1例文中の＊は，その文が非文であることを表す．

Viberg (1980: 45)は "Dessatest bygger sarntliga pa att en handling紅avsilctligoch i nagon mening 
kontrollerbar for den som utf6r handlingen. E1farenheter紅d助emotinte avsilctliga och kontrollerbara 
pa detta satt."と述べている．
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なされ，相互に交替が可能となる (Viberg2008: 146). 

(5) Maria lyssnade pa/ horde pa radion. (Viberg 2008: 146) 

くマリアはラジオを聴いていた．〉

以上のような場合には， horaとlyssnaはほぼ同意となるため，両者が非常に意

味の類似した動詞であることが分かる．

さて， Viberg(1980)のテストから， horaは無意志的な行為を，そしてlyssnaは

意志的な行為を表していることが見て取れるが，このような無意志的，意志的と

いう対立は，スウェーデン語・日本語辞書及び単語帳の中にも見出すことができ

る．松浦 (2010)は， horaに対し「聞く」，またlyssnaに「聴く」という対訳を与

えた上で， horaを「自然に聞こえてくる」， lyssnaを「意識して聞く」と定義して

いる3_ ここでは「自然に」，そして「意識して」という表現から， horaが無意志

的な行為を， lyssnaが意志的な行為を表すと解釈することができる．

2. 2. 英語における hearとlistenの定義

前節では，スウェーデン語のhoraが無意志的な行為を，またlyssnaが意志的な

行為を表していることを確認した先にも見たように，松浦 (2010)はhoraを「自

然に聞こえてくる」， lyssnaを「意識して聞く」と定義していた．同様の箇所で松

浦 (2010)は，スウェーデン語のhoraが英語のhearに対応し， lyssnaはlistenに

対応しているとも述べている．そこで本節では，英語の hear及びlistenの定義に

ついても簡単に見ておきたい．

小西 (1980)は，英語の知覚動詞hearとlistenを以下のように記述している．

hear: listen (to)が通例「聞こうとして耳を傾ける；注意して聞く」のように，

意志的な行為を表すのに対し， hearは「ある音が耳に入ってくる；且然

丘聞こえる」のように，通例，無意志的な行為を示す

listen: この語の意味は「（ある音の）意味を理解するために注意を払う」とい

うことであり， heai・ と異なり自発的行為を表す

（小西 1980:707, 876) (下線引用者）

小西 (1980)にしたがえば， hearは「自然に聞こえる」という無意志的な行為

を表し， listenは「注意して聞く」という意志的な行為を表す．これと同様の記述

は大西・マクベイ (1999:140)にも見られ，ここではhearについて「向こうから

菅原 (1987) においても，松浦 (2010) と同様， horaに対し「聞く」， lyssnaに対し「聴く」
という対訳が与えられている．菅原 (1987)及び松浦 (2010)は，ともに漢字表記の違いで

haraとlyssnaの意味の区別を行っていると思われるが，籾山 (1994)は，形容詞「カタイ」
について，異なる漢字表記が意味の違いに厳密に対応していない点を指摘しており，更に武

藤 (2001)では「きく」についても同様の現象が認められると述べている．このことから，

hara及びlyssnaの意味の違いを漢字表記の違いで明確にすることは困難であると思われる．
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頭に入ってくる，認識する」に焦点があり，「意識的に行う行為ではない」と述べ

ており，更に listenを「耳を傾ける行為」であり，「意識・注意などが感じられ」

る動詞であるとしている．これらの記述から，英語においても hearが無意志的な

行為を表し， listenが意志的な行為を表すという対立が見られることが確認できる．

更に，中右 (1994)は， seeI hearとlook/listenを「接触性」と「意図性」とい

う2つの意味素性を用いて区別している．

（表2中右 1994:344一部省略り

see NP look at NP 

接触性

意図性

＋
 ＋ 

中右 (1994:344)によれば，「接触性 (contact)」というパラメータは知覚主体

と知覚対象との間に知覚的接触5の必然的含意があるかないかに関するものであ

り，また「意図性 (intentionality)」というパラメータは，知覚主体に意図性があ

るかないかに関するものである．「接触性」という観点から見ると， see/hearは，

必ず知覚的接触の含意があるのに対して， look/ listenは知覚的接触の必然的含意

はない．一方で，「意図性」という観点から見れば， see/hearは随意的知覚神経作

用を表し，意図性が入り込む余地がないのに対して， look/ listenは意図的な知覚

作用を表す（中右 1994:344)6. 

このように，中右 (1994)はsee/hearとlook/ listenの両者を「知覚の成立」及

び「意志性」という 2つの観点から区別している．知覚主体の意志という点に着

目すれば，中右 (1994) は，小西 (1980)や大西・マクベイ (1999) と同様の主

張を行っていると思われる．このことから，英語においても hearが無意志的な行

為を表し， listenが意志的な行為を表すと考えられていることが分かる．

4 中右 (1994:344)では，動詞watchについても同様の意味素性を用いてまとめているが，本
稿では省略した．

中右 (1994:339)では，「視覚的接触」を「視覚対象が視野に収まっている」状態としてい
る．また，中右 (1994:342)では「聴覚的接触」という用語も用いられている．中右 (1994)
は「聴覚的接触」という用語を厳密には定義していないが，「視覚的接触」との関係から考え
ると，これは「聴覚対象を聴覚器官に捉えている」状態と定義できよう．更に，それらを総
合したものが「知覚的接触」に対応すると思われる．本稿では，この「知覚的接触」を「知
覚の成立」と呼ぶ．

6中右 (1994)における「意図性」は， Viberg(1980)や小西 (1980)の意志に関する記述と並
行したものと思われるため，以後「意志性」という用語で統一する．
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2. 3. まとめ

本章では，スウェーデン語の知覚動詞horaとlyssnaの定義について確認した．

Viberg (1980)は意志性の有無を基盤としたテストを用いて知覚動詞を分類して

おり，そのテストにしたがえば， horaは無意志的であるのに対してlyssnaは意志

的であるとされる． 日本においても松浦 (2010)などによって同様の主張がなさ

れており，松浦 (2010)では horaは「自然に聞こえてくる」という意味を表し，

また lyssnaは「意識して聞く」という意味を表す．更に，松浦 (2010)は， hora

とlyssnaをそれぞれ英語のhearとlistenに対応させていたが，小西 (1980)や中

右 (1994)の主張にしたがえば，英語の hearとlistenも「意志性」の観点から区

別することができる．更に，中右 (1994)は「知覚の成立」の含意という観点も

取り入れ，これらの動詞を区別している．松浦 (2010)における horaとlyssnaの

意味の違いは，英語の hearとlistenに関する以上のような記述に依拠したものと

思われる．

3. horaとlyssnaの実例

本章では，松浦 (2010)における horaとlyssnaがそれぞれ英語のhearとlisten

に対応しているという主張を踏まえ，前章において中右 (1994)による英語の

see I hearとlook/ listenの分析の際に確認した「知覚の成立」と「意志性」という

2つの観点からスウェーデン語の実例を観察していく．特に本稿では，「意志性」

に重点を置いて考察を行いたい．

最初に，「知覚の成立」の観点から見たスウェーデン語の horaとlyssnaについ

て簡単に確認しておきたい「知覚の成立」という点に関しては，英語の hearと

スウェーデン語のhoraは類似しており， horaは必ず知覚が成立するまでを語の意

味として含む．

(6) De horde ett皿 derligtljud. (Svenskt sprakbruk (以下SSB))

く彼らは奇妙な音を聞いた．〉

例文 (6)では， deく彼ら〉には実際に奇妙な音が聞こえており， したがって，

知覚が成立するまでを意味として含んでいるといえる．それに対して， lyssnaは

必ずしも知覚の成立を含意しないため， lyssnaの後にhordeinget ljudく何の音も聞

こえなかった〉という句を伴うことが可能である．

(7) Jagv且ntadeen stund till och lyssnade men horde inget ljud. 

く私はもう少し待って耳を傾けていたが，何の音も聞こえなかった．〉

(Bonniersromaner I, sp嘩 banken)

ただし， lyssnaが用いられた場合には常に知覚の成立が含まれないというわけ

ではなく，知覚が成立するまでを意味として含んでいると思われる例も存在する．
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(8) Medan jag lyssnade k註ndejag hur bonen uppsteg i mitt hj記a.

＜耳を傾けている間私はその願いが私の心の中にこみ上げてくるのを感

じた．＞

(http:/ /ekumeniskakommuniteten.se/fastebloggen/2012/12/14/medan-jag-lyssnade/) 

以上の例から分かるように， lyssnaはhoraとは異なり「知覚の成立」を語の

意味として含んではいないが， lyssnaで表される行為が行われた際に知覚が成立

しても構わない．言い換えれば， lyssnaが用いられた際には「耳を傾ける」とい

う行為自体に焦点が当てられ，知覚が成立するかどうかに関しては焦点が当たっ

ていないといえるこのように，「知覚の成立」という観点に関しては，スウェー

デン語の hora と lyssna は英語の he狙• とlistenと同様の振る舞いを示す．

次に，「意志性」の観点から horaとlyssnaの実例を確認する．前節では， hora

とlyssnaを知覚主体の意志の有無という観点から見れば， horaが無意志的，また

lyssnaが意志的とみなされることについて確認したが，スウェーデン語の実例を

観察すると，従来のhoraの定義を支持するような例は数多く見られる．

(9) Han hor fi抱els如g.<彼には鳥のさえずりが聞えている．＞（清水 2013:66) 

(10) Han dansade da han plotsligt horde nagot som liknande skott. 

く彼が踊っていると，突然銃声に似た何かの音が聞こえた．＞

(GP2010, sp嘩 banken)

例文 (9)では，知覚主体である hanく彼＞に鳥のさえずりが聞こえているとい

う事態が表わされている．この文は，従来のhoraの「自然に聞こえてくる」とい

う解釈が可能な例である．知覚主体は，鳥のさえずりの聞こえる範囲内にいれば，

自身の意志に関係なく鳥のさえずりを耳にすることになる．例文 (10)では，銃

声に似た音が知覚主体の耳に入ってくる事態が表わされている．この文では

plotsligtく突然＞という語が用いられていることから，知覚主体にとって銃声に似

た音を知覚するという事態が予想外であったことが分かる．したがって，例文 (9)

と同様この文においても知覚主体による積極的な意志は感じられず， horaが無

意志的であるという解釈が成り立つ．

以上のように， horaを用いた場合には知覚主体の意志が認められないような例

が数多く見つかるのに対し， lyssnaを用いた場合には，常に知覚主体の意志が伴

う．

(11) Ute i skogen lyssnade de efter n批tergaloch gok. (NEO) 

く森の中で彼らはナイチンゲールやカッコウの声を聞こうと耳を傾けて

しヽた．＞

(12) Nagra sitter tysta och lyssnar uppm甜ksamt.(GP 2007, sp嘩 banken)

く何人かは黙って熱心に耳を傾けている．＞
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例文 (11)は，例文 (2)と同様， lyssnaがefterくを求めて〉と共起している.efter 

のく求めて〉という意味から，知覚主体である deく彼ら〉は鳥の声に聴覚的注意

を向けていることが分かる．また例文 (12)では，知覚主体である nagraく何人か＞

は意志的に耳を傾けている．このことは，文中においてuppm記ksamtく熱心に〉と

いう副詞が現れていることからも見て取れる．

以上に取り上げた例文に限れば， horaとlyssnaを従来の定義の枠内で解釈する

ことに大きな問題はないように思える． しかしながら，更にスウェーデン語の実

例を観察していくと，従来のhoraに対する定義で説明が可能と断定できない例が

見つかる．

(13) Oppositionella, och m血 iskorsom stodde oppositionen, kom <lit for att hora 

forel迩ningarom marknadsekonomi, demokrati詞goroch yttrandefrihet. 

く野党の，及び野党を支持している人々は，市場経済，民主主義の問題及

び言論の自由に関する講義を聴くためにその場に来た．＞

(http://www.ui.se/nyheter/en-demokratikampe-belonas.aspx) 

例文 (13)では， horaの目的語に佑rel邸ningarく講義〉がとられている．この文

では，人々が講義を聞くためにその場に来た結果，講義が耳に入ってくるという

解釈が行われる． しかしながら，この状況において知覚主体が無意志的であると

は考えにくい．確かに，知覚主体が講義の行われる場にいれば，講義者の声自体

は知覚主体の耳に自然に入ってくることになると思われる． しかし，その場合に

おいても，知覚主体は講義の間講義者の話に意志的に耳を傾けていると想定され

ることから，少なくとも講義がく自然に耳に入ってくる〉という日本語訳を与え

るのは適切でないと思われる．スウェーデン語・英語辞書の中には hora

fdrel臨ningai・ という表現に対し， "attendlee皿es"という対訳を与えているものが

あるが，例えば講義自体に出席はしたものの，集中していなかったため話を聞い

ていないという場合にこの表現は用いられないこのことからも，知覚主体は少

なからず講義に対して注意・意識を向けていると想定される．

更に，次の例では， horaが命令形で用いられている．

(14) Korn och hor v如aguiderber且ttaom historien, konsten och tradgarden. 

く私達のガイドが歴史や芸術，庭園について説明するのを聞きに来てくだ

さIt¥>

(http://www.lansstyrelsen.se/ostergotland/Sv/nyhete112014/Pages/valkommen-pa-oppet-slott!.aspx) 

この例文では，話し手はガイドによる歴史，芸術，庭園についての話を聞きに

来てくれるように聞き手に要求している．もしhoraが「自然に聞こえてくる」と

いう意味が対応する事態のみを表すのであれば，その事態を知覚主体自身は意志

的に行うことができないしたがって，話し手が知覚主体である聞き手に対して
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haraが表わす事態を要求するとは考えにくく， haraが命令形で用いられるような

例は存在しないと予想される．しかしながら，この例文ではharaが命令形で使用

されており，話し手は，聞き手である知覚主体に対して意志的に haraが表わす

事態を作り出すことを要求しているなお，この例ではharaと共にkommaく来る〉

が命令形で用いられていることから，話し手が要求しているのはガイドの話が聞

こえる範囲に聞き手がやって来ることであり，その範囲に聞き手がやって来れば

ガイドの話が自然に聞こえるという事態を伝えている文であるとも考えられるか

もしれない． しかしその場合， kommaとharaの両方が命令形で用いられている

ことに対して合理的な説明を行うことができない．

次に， haraが多義的に用いられている例を見ていきたい．

(15) Jag vill hara pa nyhetema utan att bli stord. (SSB) 

く私は邪魔されずにそれらのニュースを聞きたい．＞

例文 (15)では， horaに前置詞paが伴っている.haraの多義に関して本稿では

深く扱わないが， haraはpaを伴うことで，意志的な行為を表すことができる．し

たがって，この場合の harapaはlyssnapaとほぼ同意となる．もしharaのプロト

タイプ的意味を無意志的であると規定すると，haraはpaを伴うことで無意志的な

行為から意志的な行為へと意味拡張を起こすと考えなければならない．

更に，以下の文では， haraが「尋ねる」という意味で用いられている．

(16) Jag ska hara mig for var det finns ett billigt hotell. (NKSO) 

く安いホテルがどこにあるのか私が聞きます．＞

例文 (16)ではharaが「尋ねる」という意味で用いられている．尋ねるという

行為は必ず意志的に行われることから，これらの例文で用いられている haraも意

志的であるとみなすことができる．このように， haraは意志的な行為へと多様に

意味拡張を起こしており，もしharaを無意志的であるとするならば，これらの意

志的な行為を，無意志的な行為からの意味拡張とみなす必要があることになる．

最後に，知覚主体の意志が関わっていないように思われる例を確認する．

(17) Han hor daligt nun甜han甜sagammal. (NKSO) 

く彼は，これだけ年老いた今では耳がよく聞こえない．＞

例文 (17)における haraは，知覚主体の聴力に言及している．確かにこの文は，

音声が「自然に耳に入ってくる」という事態を表しているといえるかもしれない．

しかし，この文における haraは，ある特定の聞くという行為に言及しているので

はないため，知覚主体が意志的であるのか無意志的であるのかに関しては焦点が

当たっていないと考えられる．したがって，無意志的・意志的という観点からこ

の文について述べるのは適切ではないと思われる．

このように，スウェーデン語の実例を観察していくと， haraを無意志的と規定
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するのは適切ではないと思われるような例が数多く見つかる．これらのことを踏

まえ，次節では， horaが表わす事態における知覚主体の意志をどのように解釈す

べきかについて考えたい．

4. horaと意志性

前章では， horaの実例を観察すると，「自然に聞こえてくる」という従来の定

義の枠内で解釈することが可能とは断定できないような例が数多く見つかること

を確認したこのような例をもとに，本章では， horaが用いられる際の知覚主体

の意志をどのように規定すべきかについて考えたい．

前章では， horaの従来の定義の枠内で解釈が可能な例として以下のような例文

を挙げた．

(18) (= 9) Han ho直 gels如g.<彼には鳥のさえずりが聞こえている．〉

先にも述べたように，この例文を従来の定義の枠内で考えると，知覚主体は，

鳥のさえずりの聞こえる範囲内におり，そのため「自然に」鳥のさえずりが耳に

入ってくるという解釈が行われる．この場合，放出された鳥のさえずりを感知す

るのを知覚主体自身は制御することができないことから，知覚主体は無意志的と

される．

しかしながら，知覚主体の意志の有無という観点から考えると，この例文には

もう一つ可能な解釈が存在する．その解釈とは，鳥のさえずりを聞こうとして耳

を傾けていたら，あるいは鳥のさえずりを聞くことのできる場所を探して歩き

回っていたら，結果として鳥のさえずりを聞くことができた，という解釈である．

確かに，先にも述べたように，さえずりが鳥から放出され，それを知覚主体が感

知するという一連のプロセスを知覚主体は制御できない． しかしこの場合，少な

くとも知覚主体は鳥のさえずりを聞こうとして耳を傾けているため，知覚主体に

は鳥のさえずりを聞こうとする意志が感じられる．このように以上の例文を解釈

するならば，知覚主体を無意志的と規定するのは不適切となり，また同様に「自

然に聞こえてくる」という定義を与えるのも適切でなくなる．このことを踏まえ

て，先に見たhoraの実例をもう一例確認したい．

(19) (= 13) Oppositionella, och m助niskorsom stodde oppositionen, kom dit for att 

hora forelasningar om marknadsekonomi, demokratifragor och yttrandefrihet. 

く野党の，及び野党を支持している人々は，市場経済，民主主義の間題及

び言論の自由に関する講義を聴くためにその場に来た．〉

先に行った説明にしたがえば，この文では， horaの目的語にforel臨ningarく講義〉

がとられており，人々が講義を聞くためにその場に来た結果，講義が耳に入って

くるという解釈が行われる．知覚主体が講義の行われる場にいれば，知覚主体に
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講義を聞く気がなくても，講義者の声は自然に耳に入ってくることにはなると思

われる． しかし通常の場合，知覚主体は講義の間講義者の話に意志的に耳を傾け

ていると想定される． したがって，この場合知覚主体が無意志的であるとは考

えにくい．

例文 (19)のような例を意志的であるとする主張を支持する証拠に， Svenska

Akademiens Ordbok (以下SAOB)は以下のような例を意志的とみなしている．

(20) I sondags var jag i domkyrkan och horde domprosten. (SAOB) 

くこの間の日曜日，私は大聖堂で牧師の話を聞いていた．〉

SAOBは，上記のhoraを意志的に聞くという意味に対応する項目の下位分類と

して挙げている．この例文でhoraの目的語として使用されている domprotstenく牧

師の話〉と例文 (19)のfcirel臨ningarく講義〉はどちらも他人の話を聞くという点

においで性質の同じものであると考えられることから， SAOBの記述にしたがえ

ば，例文 (19)で用いられている horaは，例文 (20)のhoraと同様，意志的とみ

なすことができると思われる．

以上のように，horaがpaを伴わない場合においても意志的に用いられうると考

えるならば，例文 (14)で見たようなhoraが命令形で用いられている例も，話し

手がガイドによる歴史，芸術，庭園についての話を聞きに来てくれるように聞き

手に要求する文として解釈が可能となる．

さて，ここまで horaがpaを伴わない場合においても意志的な行為を表しうる

ということを強調して議論を行ってきたしかし，この主張は horaがpaを伴わ

なくても「（意志的に）聞く」という意味を表すということを主張しているのでは

ない．本稿の主張は， horaは知覚主体の意志が伴っていない場合及び意志が伴っ

ている場合の両方で使用可能であるが，これは horaがpaを伴わず単独で用いら

れた場合には，知覚主体の意志に焦点が当たらない，つまり，「知覚主体の意志に

関する情報はhoraの意味には含まれていない」というものである．これと同様の

主張は田中 (1987) にも見られる．田中 (1987:95)は，英語の seeについて，

「視覚器官が働くかどうかが問題であり，意志に関しては， SEEは中立」である

と述べたうえで，英語のhearはseeと平行関係が見られる語であるとしている．

以下の文は，この主張にしたがう典型的な例であると思われる．

(21) Hunden hor mycket bra. <犬は優れた聴力を有している.> (ISLEX) 
この文は，例文 (17)と同様，ある特定の聞くという行為に言及しているので

はなく，知覚主体の聴力に言及している．この文において知覚主体が意志的であ

るのか無意志的であるのかに関しては焦点が当てられていないと考えられること

から，知覚主体の意志に関しては未指定であるといえる．このような文は，先の

horaには知覚主体の意志に関する情報は含まれていないという主張を裏付ける例
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の一つであると思われる．

更に，以上のようにhoraの意味を解釈することで， horaの無意志的な行為から

意志的な行為への意味拡張も無理のない形で説明を行うことができると思われる．

horaはpaを伴って「（意志的に）聞く」という意味を表し，更に「尋ねる」とい

う意味でも用いられる．もし， horaを無意志的な行為を表す動詞とみなすなら，

horaに対して無意志的な行為から意志的な行為への転換という強引な意味拡張を

認めなければならないしかし， horaの意味を意志性に関しては未指定であると

することで，意志的な行為への意味拡張をより無理のないものとして捉えること

ができる．

ところで， Viberg(1980: 44-45)では，経験者指向的な知覚動詞を「行為」と「経

験」の2種類に分類するために，意図性と制御可能性の有無を区別する分類テス

トを用いていた (2.1. を参照）．このテストでは， avsilctligtく故意に>,besluta sig 

forく決心する〉，あるいはove1ialaく説得する〉， undvikaく避ける〉といった語との

共起が可能であるかどうかについてチェックが行われることから，このテストが

意図性と制御可能性の有無を基盤にしていることが分かる．そしてこのテストに

したがえば， lyssnaは上記に挙げた語との共起が可能であるため，意志的に行わ

れる「行為」の経験者指向的な知覚動詞に分類される．それに対してhoraは，そ

れらの語との共起が不可能であり，無意志的に行われる「経験」の経験者指向的

な知覚動詞に分類される． したがって，一見すると， Vibergによる分類とここで

の主張は矛盾するように思われる． しかし実際は， Vibergによる分類は本稿での

主張と両立する.besluta sig forやovertalaのような語や句は，意味的に考えて，

後続する動詞に対しその動詞が表わす行為の成立を必ず要求するため，行為の成

立までの全てを制御することができる動詞とのみ共起が可能となる．先にも見た

ように， horaの場合知覚主体は，音声刺激が音源から放出され，それを知覚主

体が認識するという一連のプロセスを制御することが不可能であるため，知覚の

成立を知覚主体は制御することができないしたがって，分類テストではhoraを

用いると非文となり，「経験」の経験者指向的な知覚動詞に分類されることとなる．

しかしながら，知覚主体の意志という観点から考えれば，知覚の成立以前のプロ

セスにおいて知覚主体に意志が伴うことがある．この場合における知覚主体の意

志は，知覚の成立を制御できる性質のものではないため，以上の分類テストには

反映されない．

以上のように， horaを無意志的とみなしていては説明のできなかった例に関し

ても，知覚主体の意志に関する情報はhoraには含まれていないとすることで，

合理的な説明を行うことができたと思われる．更に，以上の主張を踏まえると，

スウェーデン語・日本語対訳辞書に見られた＜耳に入る〉やく自然に聞こえてく

28 



/DUN Vol. 21・2014 

る〉のような定義は， horaの意味を包括的に説明しているとは言えず，不十分で

あることが分かる．

5. おわりに

本稿では，スウェーデン語における知覚動詞hora及びlyssnaを取り上げ，これ

らの動詞に見られる意志性に関する意味的対立について考察を行った.horaと

lyssnaは， Viberg(1980)の知覚動詞分類テストや松浦 (2010)における日本語訳

などからも見て取れるように，従来知覚主体の意志の有無に関して無意志的，意

志的という対立関係で捉えられることが多かったしかしながら，本稿では， hora

が意志的に用いられているように思われる例や，命令形で用いられている例など

を観察しながら， horaには「知覚主体の意志に関する情報は含まれていない」と

いうことを確認したまた，そのような主張が Viberg(1980)における知覚動詞分

類テストの結果とも両立することについても述べた．

最後に，中右 (1994:344)の表を考慮に入れながら，本稿での主張を踏まえた

horaとlyssnaの意味的な対立を以下に示しておきたい．

hora 

lyssna 

（表3hora及びlyssnaの意味的対立）

意志の有無 知覚の成立

未指定(+/ -) I + 
＋ 未指定(+/ -) 

従来の主張と本稿における主張の最も大きな相違点は，本稿を通して確認して

きたように， horaにおける知覚主体の意志を末指定としたことである．以上のよ

うにhoraの意味を捉えることで，これまで合理的な説明を行うことのできなかっ

たhoraforel脳ningm・く講義を聞く〉やkomochhorく聞きに来てください＞のような

例に対して無理のない解釈を行うことができるようになったと思われる．しかし，

本稿ではスウェーデン語の知覚動詞horaとlyssnaに焦点を絞って分析を行ったた

め，スウェーデン語におけるその他の知覚動詞や英語の知覚動詞などに関しても

本稿と同様の主張が適用されうるのかについては，更に検討を行っていく必要が

あると思われる．
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Om betydelsekontrast mellan svenskans 

perceptionsverb hora och lyssna 

Yuki Minamisawa 

Sammanfattning 

I denna uppsats behandlas fragan om betydelseskillnad mellan svenskans 

perceptionsverb hara och lyssna. Hora definieras ofta som ett icke-viljeverb 

(non-volitional verb) , i motsats till lyssna som defmieras som ett viljeverb (volitional 

verb) (Viberg 1980, Matsuura 2010). Trots denna kontrast frnns <let m血gaexempel 

som visar att hara ager rum med uppm叫ksamhet,t.ex. Kam och hor vara guider 

beratta om historien, konsten och trdd[t<ぷden.I Svenska Akademiens Ordbok 

betraktas egentligen hara i J sondags var jag i domkyrkan och horde domprosten som 

viljeverb. Dessutom har hara nagra andra betydelser som innefattar uppm副ksamhet,

函danasom hara pa eller hara sig炉r.Om hara defrnieras som icke-viljeverb, kan <let 

vara onaturligt att hara :far sad皿abetydelser. 

Enligt Nakau (1994) kan hear och listen i engelska (som motsvarar hara och 

lyssna i svenska) skiljas fr血 varandraur tva aspekter: vilja och resultat. Och dessa tva 

aspekter kan ocksa anvandas till svenskans perceptionsverb hara och lyssna. Till 

skillnad fr如 tidigareforskning, fores! 紅jagatt hara inte ar icke-viljeverb utan att 

hara inte innehaller information om vilja, d.v.s. hara maste inte inneb如aatt 

handlingen紅 avsiktligutan den kan ocksa ocksa kan utforas med uppm恥ksamhet.

Daremot innefattar lyssna att handlingen alltid甜 avsiktlig.N甜 detgaller resultat, 

eller ljuduppfattning, inneb甜 haraalltid att uppfatta ljud medan lyssna betecknar att 

ljuduppfattning inte甜 nodv恥digt.Saledes kan dessa tva ord representeras som i 

foljande tabell: 

hara 

lyssna 

~ 
ospecificerad (+ / -) 

ja 

30 

resultat 

ja 

ospecificerad (+ / -) 
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